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修士論文要旨
　序章では、在日外国人の被災者たる側面、支援者たる側
面の双方に注目し、それぞれの抱える問題点及びこれから
の改善点について、研究の背景や目的等と絡めて論じた。
今後、外国人と日本人がともに防災政策に参画するに当っ
ていくことの重要性についても触れた。
　第１章では、まず日本の地域社会において相当な規模を
占め、ある程度の定着率を有する外国人の移住史を記す。
続いて、統計資料を中心にかれらの在留状況をまとめる。か
れらが日本社会に住み着いた背景を理解し、かつ現況を明
らかにしておくことで、次章以降、被災時の具体的な生活
類型を論じる際の知識の整理に努めた。
　第２章では、外国人を全体として捉えた際に、どのよう
な点がかれらを災害弱者たらしめているか、①日本語能力
の不足②自主防災組織の低参加率③帰国困難性④政治・行
政参画の限定性⑤「共助」の欠落－顔の見えない関係性－
という５つの点を取り上げ論述した。次に、それらの解決
策として①多言語化・やさしい日本語への言い換え②参加
意欲増進方防災訓練の導入③帰国・再入国援助・相談対応
体制の拡充④専門的能力を有した外国人への権限委譲⑤日
頃からの交流の促進・災害時情報共有体制の確立という政
策を列挙した。大震災発生時、在日外国人がどのような困
難を抱え、国・自治体・市民はいかなる対応をした（すべ
き）かを、一般論として広く扱う。
　一言で在日外国人住民といっても災害時に表出する弱点
は個々のカテゴリーによって差異がある。
　第３章では、ライフスタイルや在留資格等、諸般の要素
を総合考慮し、定着集団という言葉を使用して「高程度定
着集団」「中程度定着集団」「低程度定着集団」の３類型に
分類し、前章のテーマをより個別的に深化させて論じた。
　第４章では、浜松市に在住し2011年５月に東北被災地支
援活動を行った日系ブラジル人２世のＴ氏へのインタ
ビュー調査を基に、復興ボランティア参加の動機、日本人
の被災者や支援者とのやり取りの様子、日本社会への見方
の変化などをまとめた。本章は、Ｔ氏の個人的・具体的な
観点を尊重して執筆した。そのうえで、外国人による支援
における問題点や展望を考えた。
　なお「公益財団法人浜松国際交流協会」を訪問し、多文
化共生コーディネーターのＭ氏にもインタビュー調査を実
施した。日頃から在住外国人の生活問題を扱っているＭ氏
からは、一般性・普遍性を持ったデータを得られたため、
第５章では前章と異なる視点から外国人による支援環境に
関して議論を進めることができた。
　終章では、第１章から第５章までを受けて判明したこと
を改めて確認すると同時に、今後の我が国の方針等につい
ての提案も試みる。具体的には、日本人・外国人それぞれ
の単独行動の実効性向上に加え、自治体の枠組みを超えた
広域的かつ避難から復興までを視野に入れた長期的な住民
間の連携体制を築く必要性を記した。また、教育の場面で
防災を一つの共通文化と捉え、将来の人材育成に努めるこ
との提言も行った。
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